
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

● 群馬県みなかみ町の全面的な協力を得た２泊３日の自然体験研

修。自然豊かな環境のもと、自然観察や飯盒炊飯などの野外活動

や、グループに分かれて農家に民泊し収穫などの体験を行う。 

● 環境教育の一環として位置づけ、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

の視点から「日本の農業の今後を考える」等の学習にも取り組む。 
 

● 豊かな自然の中での農業体験と野外活動（観察学習）及びみな

かみ町の人々との交流を通じて、自然環境を大切にし、自然と

共に生きる心を育成するとともに、望ましい勤労観と、人との

絆を大切にする心を育むことができた。 

 
 
 

   
 

   

令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● みなかみ自然体験研修で、農業の大変さを知った。野菜の収穫は

とても楽しかったが、雑草を抜いて埋めるなどの重労働もあり、

農業をすることの厳しさを知り、身になる農業体験になった。 

● みなかみでの自然体験研修を通して、農業や自然について学習す

る以外にも、実行委員としてのリーダシップや周りのことを考え

ながら行動することを学ぶことができた。 

自然・農業体験 

第２学年 


